
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周波数がω１である第１搬送波信号と周波数がω２（ω２＞ω１）である第２搬送波信
号を受信して並列処理する無線信号の並列処理装置において、
　周波数がωである信号を出力する第１局部発振器と、
　前記第１搬送波信号と前記周波数ωの信号とを入力され、前記第１搬送波信号を第１中
間周波数である（ω－ω１）の信号と異なる第１中間周波数である（ω＋ω１）の信号に
周波数変換して出力する第１周波数混合器と、
　前記第２搬送波信号と前記周波数ωの信号とを入力され、前記第２搬送波信号を第１中
間周波数である（ω２－ω）の信号と異なる第１中間周波数である（ω２＋ω）の信号に
周波数変換して出力する第２周波数混合器と、を含み、
　前記第１局部発振器の出力信号の周波数ωは前記周波数ω１と前記周波数ω２との平均
周波数である（ω２＋ω１）／２であり、前記第１周波数混合器の出力信号の第１中間周
波数のうち１つである（ω－ω１）と前記第２周波数混合器の出力信号の第１中間周波数
のうち１つである（ω２－ω）が（ω２－ω１）／２であって、実質的に同一であ
　 ことを特徴とする無
線信号の並列処理装置。
【請求項２】
　前記第１周波数混合器の出力を入力されて前記異なる第１中間周波数（ω＋ω１）の信
号は除去し、前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を出力する第１チャンネル選
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択フィルターと、
　前記第２周波数混合器の出力を入力されて前記異なる第１中間周波数（ω２＋ω）の信
号は除去し、前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を出力する第２チャンネル選
択フィルターと、
　前記第１局部発振器から前記周波数（ω１＋ω２）／２の信号を入力されて周波数が（
ω１＋ω２）／２Ｎである信号を出力する周波数分配器と、
　前記第１チャンネル選択フィルターから前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号
を入力され、前記周波数分配器から前記周波数（ω１＋ω２）／２Ｎの信号を入力され、
前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を第２中間周波数である（（ω１＋ω２）
／２Ｎ－（ω２－ω１）／２）の信号と異なる第２中間周波数である（（ω１＋ω２）／
２Ｎ＋（ω２－ω１）／２）の信号に周波数変換して出力する第３周波数混合器と、
　前記第２チャンネル選択フィルターから前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号
を入力され、前記周波数分配器から前記周波数（ω１＋ω２）／２Ｎである信号を入力さ
れ、前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を第２中間周波数である（（ω１＋ω
２）／２Ｎ－（ω２－ω１）／２）の信号と異なる第２中間周波数の（（ω１＋ω２）／
２Ｎ＋（ω２－ω１）／２）の信号に周波数変換して出力する第４周波数混合器と、をさ
らに含むことを特徴とする請求項１に記載の無線信号の並列処理装置。
【請求項３】
　前記周波数分配器の前記Ｎの値を所定値に選択して前記周波数分配器の出力信号の周波
数と前記第１チャンネル選択フィルター及び前記第２チャンネル選択フィルターの出力信
号の周波数とを実質的に同一にすることを特徴とする請求項２に記載の無線信号の並列処
理装置。
【請求項４】
　前記第１周波数混合器の出力を入力されて前記異なる第１中間周波数（ω＋ω１）の信
号は除去し、前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を出力する第１チャンネル選
択フィルターと、
　前記第２周波数混合器の出力を入力されて前記異なる第１中間周波数（ω２＋ω）の信
号は除去し、前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を出力する第２チャンネル選
択フィルターと、
　前記第１局部発振器の出力信号の周波数（ω１＋ω２）／２をＮで割った周波数である
（ω１＋ω２）／２Ｎの周波数の信号を出力する第２局部発振器と、
　前記第１チャンネル選択フィルターから前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２である
信号を入力され、前記第２局部発振器から前記周波数（ω１＋ω２）／２Ｎである信号を
入力され、前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を第２中間周波数である（（ω
１＋ω２）／２Ｎ－（ω２－ω１）／２）の信号と異なる第２中間周波数である（（ω１
＋ω２）／２Ｎ＋（ω２－ω１）／２）の信号に周波数変換して出力する第３周波数混合
器と、
　前記第２チャンネル選択フィルターから前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号
を入力され、前記第２局部発振器から前記周波数（ω１＋ω２）／２Ｎである信号を入力
され、前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を第２中間周波数である（（ω１＋
ω２）／２Ｎ－（ω２－ω１）／２）の信号と異なる第２中間周波数である（（ω１＋ω
２）／２Ｎ＋（ω２－ω１）／２）の信号に周波数変換して出力する第４周波数混合器と
、をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の無線信号の並列処理装置。
【請求項５】
　前記第２局部発振器の前記Ｎの値を所定値に選択して前記第２局部発振器の出力信号の
周波数と前記第１チャンネル選択フィルター及び前記第２チャンネル選択フィルターの出
力信号の周波数を同一にすることを特徴とする請求項４に記載の無線信号の並列処理装置
。
【請求項６】
　前記第３周波数混合器の出力を入力され、前記異なる第２中間周波数である（（ω１＋
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ω２）／２Ｎ＋（ω２－ω１）／２）の信号は除去し、前記第２中間周波数（（ω１＋ω
２）／２Ｎ－（ω２－ω１）／２）の信号を出力する第３チャンネル選択フィルターと、
　前記第４周波数混合器の出力を入力され、前記異なる第２中間周波数（（ω１＋ω２）
／２Ｎ＋（ω２－ω１）／２）の信号は除去し、前記第２中間周波数（（ω１＋ω２）／
２Ｎ－（ω２－ω１）／２）の信号を出力する第４チャンネル選択フィルターをさらに含
むことを特徴とする請求項２に記載の無線信号の並列処理装置。
【請求項７】
　周波数がω１である第１搬送波信号と周波数がω２（ω２＞ω１）である第２搬送波信
号を受信する無線信号の並列処理方法において、
　（ａ）  前記第１搬送波信号を周波数変換して第１中間周波数である（ω－ω１）の信
号と異なる第１中間周波数である（ω＋ω１）の信号を生成する段階と、
　（ｂ）  前記第２搬送波信号を周波数変換して第１中間周波数である（ω２－ω）の信
号と異なる第１中間周波数である（ω２＋ω）の信号を生成する段階と、を含み、
　前記周波数ωは前記周波数ω１と前記周波数ω２の平均周波数である（ω２＋ω１）／
２であり、前記（ａ）段階の第１中間周波数のうち１つである（ω－ω１）と前記（ｂ）
段階の第１中間周波数のうち１つである（ω２－ω）とが（ω２－ω１）／２と実質的に
同一であ
　 ことを特徴とする無線信号の並列
処理方法。
【請求項８】
　（ｃ）  前記（ａ）段階で生成された前記異なる第１中間周波数（ω＋ω１）の信号は
除去し、前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を出力する段階と、
　（ｄ）  前記（ｂ）段階で生成された前記異なる第１中間周波数（ω２＋ω）の信号は
除去し、前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を出力する段階と、
　（ｅ）  前記（ｃ）段階の出力である前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を
周波数変換して第２中間周波数である（（ω１＋ω２）／２Ｎ－（ω２－ω１）／２）の
信号と異なる第２中間周波数の（（ω１＋ω２）／２Ｎ＋（ω２－ω１）／２）の信号を
生成する段階と、
　（ｆ）  前記（ｄ）段階の出力である前記第１中間周波数（ω２－ω１）／２の信号を
周波数変換して第２中間周波数である（（ω１＋ω２）／２Ｎ－（ω２－ω１）／２）の
信号と異なる第２中間周波数である（（ω１＋ω２）／２Ｎ＋（ω２－ω１）／２）の信
号を生成する段階と、をさらに含むことを特徴とする請求項７に記載の無線信号の並列処
理方法。
【請求項９】
　前記（ｅ）段階または前記（ｆ）段階で、前記Ｎの値を所定値に選択して前記第２中間
周波数である（（ω１＋ω２）／２Ｎ－（ω２－ω１）／２）が実質的に０となることを
特徴とする請求項８に記載の無線信号の並列処理方法。
【請求項１０】
　（ｇ）  前記（ｅ）段階で生成された前記異なる第２中間周波数である（（ω１＋ω２
）／２Ｎ＋（ω２－ω１）／２）の信号は除去し、前記第２中間周波数（（ω１＋ω２）
／２Ｎ－（ω２－ω１）／２）の信号を出力する段階と、
　（ｈ）  前記（ｆ）段階で生成された前記異なる第２中間周波数（（ω１＋ω２）／２
Ｎ＋（ω２－ω１）／２）の信号は除去し、前記第２中間周波数（（ω１＋ω２）／２Ｎ
－（ω２－ω１）／２）の信号を出力する段階をさらに含むことを特徴とする請求項８に
記載の無線信号の並列処理方法。
【請求項１１】
　周波数がω１である第１搬送波信号と周波数がω２（ω２＞ω１）である第２搬送波信
号とを受信して並列処理する無線信号の並列処理装置において、
　周波数ωの第１発振信号を出力する第１発振手段と、
　周波数ω１の前記第１搬送波信号と周波数ωの前記第１発振信号とを入力され、周波数
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（ω－ω１）の信号と周波数（ω＋ω１）の信号とを含む第１周波数混合信号を出力する
第１周波数混合手段と、
　周波数ω２の前記第２搬送波信号及び周波数ωの前記第１発振信号を入力され、周波数
（ω２－ω）の信号及び周波数（ω２＋ω）の信号を含む第２周波数混合信号を出力する
第２周波数混合手段と、を含み、
　前記第１発振信号の周波数ωは前記周波数ω１と前記周波数ω２との平均周波数である
（ω２＋ω１）／２であり、前記周波数（ω－ω１）及び前記周波数（ω２－ω）は各々
（ω２－ω１）／２と実質的に同一であ
　 ことを特徴とす
る無線信号の並列処理装置。
【請求項１２】
　前記第１周波数混合手段の出力を入力されて前記周波数（ω＋ω１）の信号は除去し、
前記周波数（ω－ω１）の信号を、周波数（ω２－ω１）／２である第１フィルターリン
グされた信号として出力する第１フィルターリング手段と、
　前記第２周波数混合器の出力を入力されて前記周波数（ω２＋ω）の信号は除去し、前
記周波数（ω２－ω）の信号を、周波数（ω２－ω１）／２である第２フィルターリング
された信号として出力する第２フィルターリング手段と、
　前記周波数ωの第１発振信号を入力されて周波数（ω１＋ω２）／２Ｎである信号を出
力する信号処理手段と、
　周波数（ω２－ω１）／２である前記第１フィルターリングされた信号及び周波数（ω
１＋ω２）／２Ｎである前記信号処理された信号を入力され、周波数（（ω１＋ω２）／
２Ｎ－（ω２－ω１）／２）である信号と周波数（（ω１＋ω２）／２Ｎ＋（ω２－ω１
）／２）である信号とを含む第３周波数混合信号を出力する第３周波数混合手段と、
　周波数（ω２－ω１）／２である前記第２フィルターリングされた信号及び周波数（ω
１＋ω２）／２Ｎである前記信号処理された信号を入力されて、周波数（（ω１＋ω２）
／２Ｎ－（ω２－ω１）／２）である信号と周波数（（ω１＋ω２）／２Ｎ＋（ω２－ω
１）／２）である信号とを含む第４周波数混合信号を出力する第４周波数混合手段と、を
さらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の無線信号の並列処理装置。
【請求項１３】
　前記第３周波数混合信号を入力され、前記周波数（（ω１＋ω２）／２Ｎ＋（ω２－ω
１）／２）である信号は除去し、前記周波数（（ω１＋ω２）／２Ｎ－（ω２－ω１）／
２）である信号を出力する第３フィルターリング手段と、
　前記第４周波数混合信号を入力され、前記周波数（（ω１＋ω２）／２Ｎ＋（ω２－ω
１）／２）である信号は除去し、前記周波数（（ω１＋ω２）／２Ｎ－（ω２－ω１）／
２）である信号を出力する第４フィルターリング手段と、をさらに含むことを特徴とする
請求項１２に記載の無線信号の並列処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線受信機での無線信号の並列処理装置及び方法に係り、特に受信した搬送波
信号を低い周波数の信号に下向き変換して基底帯域信号を出力するスーパーヘテロダイン
受信機において、相異なる周波数の２つの搬送波信号を同時に受信した後、並列処理して
２つの基底帯域信号を出力する装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線信号を受信するスーパーヘテロダイン受信機は搬送波信号を受信して２回中間周波
数に下向き変換して基底帯域信号を出力する。中間周波数（Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ  
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ；ＩＦ）に２回下向き変換するスーパーヘテロダイン受信機を、特に
デュアルＩＦスーパーヘテロダイン受信機（Ｄｕａｌ  Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ  Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ  Ｓｕｐｅｒｈｅｔｅｒｏｄｙｎｅ  Ｒａｄｉｏ  Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ  Ｒｅｃ
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ｅｉｖｅｒ）という。ここで、基底帯域信号とは、送信側で高周波帯域に変調する前の元
の周波数帯域の信号を言う。
【０００３】
　スーパーヘテロダイン受信機は無線通信分野、例えば無線電話、無線放送及び無線ＬＡ
Ｎなどの分野で広く使われる。
【０００４】
　一方、無線通信を介して伝送すべきデータ量が次第に多くなるにつれて、送受信側での
データ処理容量の増加が要求される。
【０００５】
　しかし、従来のスーパーヘテロダイン受信機は１つの搬送波信号のみを受信して基底帯
域信号を出力するので、その要求に応じ得ずにいる。
【０００６】
　一方、特許文献１には二重変換スーパーヘテロダイン受信機が開示されている。
【特許文献１】米国特許第５、９６６、６４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明が解決しようとする技術的課題は、データ送受信容量を増加させ、
装置具現のための複雑度が低く、製造コストが少なくかかる無線信号の並列処理装置及び
方法を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を達成するための本発明に係る無線信号の並列処理装置は、周波数がω１であ
る第１搬送波信号と周波数がω２（ω２＞ω１）である第２搬送波信号とを受信して並列
処理する無線信号の並列処理装置において、周波数がωである信号を出力する第１局部発
振器と、前記第１搬送波信号と前記周波数ωの信号とを入力され、前記第１搬送波信号を
第１中間周波数である（ω－ω１）の信号と異なる第１中間周波数である（ω＋ω１）の
信号に周波数変換して出力する第１周波数混合器と、前記第２搬送波信号と前記周波数ω
の信号とを入力され、前記第２搬送波信号を第１中間周波数である（ω２－ω）の信号と
異なる第１中間周波数である（ω２＋ω）の信号に周波数変換して出力する第２周波数混
合器と、を含む。
【０００９】
　また、前記第１局部発振器の出力信号の周波数ωは前記周波数ω１と前記周波数ω２と
の平均周波数である（ω２＋ω１）／２であり、前記第１周波数混合器の出力信号の第１
中間周波数のうち１つの（ω－ω１）と前記第２周波数混合器の出力信号の第１中間周波
数のうち１つである（ω２－ω）が（ω２－ω１）／２であって実質的に同一であること
が望ましい。
【００１０】
　前記課題を達成するための本発明に係る無線信号の並列処理方法は、周波数がω１であ
る第１搬送波信号と周波数がω２（ω２＞ω１）である第２搬送波信号とを受信する無線
信号の並列処理方法において、（ａ）  前記第１搬送波信号を周波数変換して第１中間周
波数である（ω－ω１）の信号と異なる第１中間周波数である（ω＋ω１）の信号を生成
する段階と、（ｂ）  前記第２搬送波信号を周波数変換して第１中間周波数である（ω２
－ω）の信号と異なる第１中間周波数である（ω２＋ω）の信号を生成する段階と、を含
む。
【００１１】
　また、前記周波数ωは前記周波数ω１と前記周波数ω２との平均周波数である（ω２＋
ω１）／２であり、前記（ａ）段階の第１中間周波数のうち１つである（ω－ω１）と前
記（ｂ）段階の第１中間周波数のうち１つである（ω２－ω）とが（ω２－ω１）／２と
実質的に同一であることが望ましい。
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【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る無線信号の並列処理装置及びその方法は、相異なる周波数の２つの搬送波
信号を並列処理することによって、データ送受信容量を増加させ、１つの局部発振器を用
いて２つの搬送波信号を中間周波数に変換させられて装置の具現のための複雑度が低く、
製造コストを下げられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、添付された図面を参照して本発明に係る望ましい実施例を詳細に説明する。
【００１４】
　図１は、本発明に係る無線信号の並列処理装置を含む無線受信機を説明するためのブロ
ック図である。
【００１５】
　図１を参照すれば、無線受信機は第１アンテナ１１、第１先行選択フィルター１２、第
１低雑音増幅器１３、第１虚像除去フィルター１４、第２アンテナ１５、第２先行選択フ
ィルター１６、第２低雑音増幅器１７、第２虚像除去フィルター１８、無線信号の並列処
理装置２０、第３チャンネル選択フィルター３１及び第４チャンネル選択フィルター３３
を含む。
【００１６】
　無線信号の並列処理装置２０は、第１周波数混合器２１、第２周波数混合器２２、局部
発振器２３、第１チャンネル選択フィルター２４、第２チャンネル選択フィルター２５、
周波数分配器２６、第３周波数混合器２７及び第４周波数混合器２８を含む。
【００１７】
　図１に示された無線受信機はデュアルＩＦデテロダイン受信機である。
【００１８】
　第１アンテナ１１は周波数ω１の第１搬送波信号を受信する。
【００１９】
　第１先行選択フィルター１２は第１アンテナ１１から第１搬送波信号を入力され、周波
数ω１を中心に所定帯域の周波数に該当する信号を通過させ、他の周波数帯域の雑音を除
去する。第１先行選択フィルター１２は一種のバンドパスフィルターである。
【００２０】
　第１低雑音増幅器１３は第１先行選択フィルター１２から出力信号を入力されて雑音の
発生は抑制しつつ信号は増幅させる。
【００２１】
　第１虚像除去フィルター１４は、第１低雑音増幅器１３から出力信号を入力されて増幅
により発生可能な虚像を除去するフィルターである。第１虚像除去フィルター１４は帯域
幅が第１先行選択フィルター１２より狭い一種のバンドパスフィルターである。
【００２２】
　第２アンテナ１５は周波数ω２の第２搬送波信号を受信する。ω２はω１より大きい値
とする。
【００２３】
　第２先行選択フィルター１６、第２低雑音増幅器１７及び第２虚像除去フィルター１８
は各々第１先行選択フィルター１２、第１低雑音増幅器１３及び第１虚像除去フィルター
１４の機能と同一である。
【００２４】
　本実施例では２つの搬送波信号を受信し、前処理するために各々２つずつのアンテナ１
１、１５、先行選択フィルター１２、１６、低雑音増幅器１３、１７及び虚像除去フィル
ター１４、１８が使われたが、１つのアンテナ、先行選択フィルター、低雑音増幅器及び
虚像除去フィルターによっても２つの搬送波信号を受信して前処理しうる。
【００２５】
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　無線信号の並列処理装置２０は前処理された周波数ω１の第１搬送波信号と周波数ω２
の第２搬送波信号とを並列処理して２個の基底帯域信号を出力する。説明の便宜上、第１
搬送波信号の周波数ω１は１ＧＨｚとし、第２搬送波信号の周波数ω２は５ＧＨｚとする
。
【００２６】
　図３Ａないし図３Ｄは、本発明に係る無線信号の並列処理装置２０の動作を説明するた
めの周波数スペクトルを示す図面である。
【００２７】
　以下では、図１及び図３Ａないし図３Ｄを参照して本発明に係る無線信号の並列処理装
置２０の動作を説明する。
【００２８】
　まず、局部発振器２３は第１搬送波信号の周波数ω１と第２搬送波信号の周波数ω２と
の平均値である周波数ωの信号を出力する。すなわち、周波数ωは次の数式１により決定
される。
［数式１］
ω＝（ω１＋ω２）／２
【００２９】
　したがって、ω１が１ＧＨｚであり、周波数ω２が５ＧＨｚであるために周波数ωは３
ＧＨｚとなる。
【００３０】
　図３Ａに第１搬送波信号、第２搬送波信号及び局部発振器２３の出力信号の周波数スペ
クトルが示されている。
【００３１】
　第１周波数混合器２１は第１虚像除去フィルター１４から前処理された第１搬送波信号
を入力され、局部発振器２３から周波数３ＧＨｚの信号を入力されて第１中間周波数変換
を行う。
【００３２】
　第１周波数混合器２１が周波数変換を行う動作は次の数式２により説明される。
［数式２］
ｃｏｓ（ω）ｃｏｓ（ω１）＝（１／２）｛ｃｏｓ（ω＋ω１）＋ｃｏｓ（ω－ω１）｝
【００３３】
　すなわち、周波数がω１である第１搬送波信号と局部発振器２３の出力である周波数ω
の信号とを乗算すれば、両周波数を合算した周波数成分と両周波数を減算した周波数成分
の２つの出力が生成されて第１中間周波数変換が行われる。したがって、第１周波数混合
器２１の出力信号の周波数は２ＧＨｚと４ＧＨｚとなる。前記両出力は第１搬送波信号と
比較すれば、その振幅は半分であり、周波数が１ＧＨｚから２ＧＨｚ及び４ＧＨｚに各々
変換された。
【００３４】
　第１チャンネル選択フィルター２４は４ＧＨｚの出力は除去し、て２ＧＨｚの出力は通
過させる。
【００３５】
　前述した第１周波数混合器２１の動作は他の周波数混合器、すなわち、第２周波数混合
器２２、第３周波数混合器２７及び第４周波数混合器２８においても同一である。
【００３６】
　第２周波数混合器２２は５ＧＨｚの第２搬送波信号と３ＧＨｚの局部発振器２３の出力
信号とを入力されて２ＧＨｚの信号と８ＧＨｚの信号とを出力する。すなわち、第２搬送
波信号を第１中間周波数変換を行うために別途の局部発振器を使用せず、同じ局部発振器
２３の出力信号を入力される。
【００３７】
　第２チャンネル選択フィルター２５は８ＧＨｚの出力は除去し、２ＧＨｚの出力は通過
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させる。
【００３８】
　ここで、第１チャンネル選択フィルター２４及び第２チャンネル選択フィルター２５の
出力信号の周波数は両者共に２ＧＨｚであるということが分かる。その理由は、局部発振
器２３の出力信号の周波数を第１搬送波信号の周波数ω１と第２搬送波信号の周波数ω２
との平均値として決定したからである。すなわち、第１チャンネル選択フィルター２４及
び第２チャンネル選択フィルター２５の出力信号の周波数は次の数式３のように同一にな
る。
［数式３］
（ω－ω１）＝（ω２－ω）＝（ω２－ω１）／２
【００３９】
　第１チャンネル選択フィルター２４及び第２チャンネル選択フィルター２５の出力信号
の周波数が実質的に同一なので１つの局部発振器のみで２つの第１中間周波数変換された
搬送波信号を第２中間周波数に変換して基底帯域信号が得られる。
【００４０】
　図３Ｂに第１周波数混合器２１及び第２周波数混合器２２の出力信号の周波数スペクト
ルが示されている。図３Ｂにおいて高周波数領域の点線で表示された周波数成分は第１チ
ャンネル選択フィルター２４及び第２チャンネル選択フィルター２５により除去される。
【００４１】
　本実施例では第２中間周波数変換のために別途の局部発振器を使用せずに周波数分配器
２６を使用する。
【００４２】
　周波数分配器２６は局部発振器２３の出力信号の周波数ωをＮで割った周波数ω／Ｎで
ある信号を第２中間周波数変換のために第３周波数混合器２７及び第４周波数混合器２８
に出力する。Ｎは次の数式４により決定される。
［数式４］
Ｎ＝（ω２＋ω１）／（ω２－ω１）
【００４３】
　前記数式４のように係数Ｎを決定すれば、周波数分配器２６の出力信号の周波数ω／Ｎ
は数式３の第１チャンネル選択フィルター２４及び第２チャンネル選択フィルター２５の
出力信号の周波数と実質的に同一になる。すなわち、ω１が１ＧＨｚであり、周波数ω２
が５ＧＨｚであるので、Ｎは１．５となり、第１チャンネル選択フィルター２４、第２チ
ャンネル選択フィルター２５及び周波数分配器２６の出力信号の周波数は全て２ＧＨｚと
なる。
【００４４】
　図３Ｃには第１チャンネル選択フィルター２４、第２チャンネル選択フィルター２５及
び周波数分配器２６の出力信号の周波数スペクトルが示されている。
【００４５】
　第３周波数混合器２７は２ＧＨｚの第１チャンネル選択フィルター２４の信号と２ＧＨ
ｚの周波数分配器２６の出力信号を入力されて第１搬送波信号に載せた低周波数領域の基
底帯域信号と４ＧＨｚの高周波領域信号とを出力する。
【００４６】
　第４周波数混合器２８は２ＧＨｚの第２チャンネル選択フィルター２５の信号と２ＧＨ
ｚの周波数分配器２６の出力信号を入力されて第２搬送波信号に載せた低周波数領域の基
底帯域信号と４ＧＨｚの高周波領域信号とを出力する。
【００４７】
　第３チャンネル選択フィルター３１は第３周波数混合器２７の２つの出力信号のうち低
周波数領域の基底帯域信号を通過させ、４ＧＨｚの高周波領域信号は除去する。
【００４８】
　第４チャンネル選択フィルター３３は第４周波数混合器２８の２つの出力信号のうち低
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周波数領域の基底帯域信号を通過させ、４ＧＨｚの高周波領域信号は除去する。
【００４９】
　図３Ｄには第３周波数混合器２７の出力信号と第４周波数混合器２８の出力信号との周
波数スペクトルが図示されている。図３Ｄにおいて高周波数領域の点線で表示された周波
数成分は第３チャンネル選択フィルター３１及び第４チャンネル選択フィルター３３によ
り除去される。
【００５０】
　第３チャンネル選択フィルター３１及び第４チャンネル選択フィルター３３の出力のそ
れぞれの基底帯域信号はＡ／Ｄ変換器（図示せず）によりデジタル信号に変換された後、
基底帯域信号処理装置（図示せず）に入力される。
【００５１】
　図４は、本発明に係る無線信号の並列処理装置の他の実施例を含む無線受信機を説明す
るためのブロック図である。
【００５２】
　図１に示された無線信号の並列処理装置２０は第２中間周波数変換のために第２差局部
発振周波数を局部発振器２３の出力信号の周波数ωをＮで割った周波数であるω／Ｎ信号
を生成する周波数分配器２６を使用するが、図２に示された無線信号の並列処理装置４０
は別途の第２局部発振器４６を使用して周波数ω／Ｎの信号を生成して第３周波数混合器
４７と第４周波数混合器４８とに出力する。
【００５３】
　その他、図１に示された無線信号の並列処理装置２０の構成要素と同じ名称を有する無
線信号の並列処理装置４０の構成要素は図１に示された構成要素と同じ機能を行う。図２
の第１局部発振器４３は図１の局部発振器２３に対応する。
【００５４】
　図４は、本発明に係る無線信号の並列処理方法を説明するためのフローチャートである
。
【００５５】
　周波数がω１である第１搬送波信号と周波数がω２（ω２＞ω１）である第２搬送波信
号とを各々第１局部発振周波数ωにより第１中間周波数に変換する（第５１段階）。第１
搬送波信号は第１中間周波数である（ω－ω１）の信号と異なる第１中間周波数である（
ω＋ω１）の信号の２つの信号に第１中間周波数変換される。
【００５６】
　第２搬送波信号は第１中間周波数である（ω２－ω）の信号と異なる第１中間周波数で
ある（ω２＋ω）の信号の２つの信号に第１中間周波数変換される。周波数ωは周波数ω
１と周波数ω２の平均周波数として決定することによって（ω－ω１）及び（ω２－ω）
は（ω２－ω１）／２と実質的に同一になる。
【００５７】
　第５１段階において、第１中間周波数変換された第１搬送波信号と第２搬送波信号との
それぞれの出力のうち高周波領域の成分である（ω＋ω１）の信号及び（ω２＋ω）の信
号はフィルターリングして除去し、（ω－ω１）及び（ω２－ω）の信号を出力する（第
５３段階）。
【００５８】
　第５３段階において、フィルターリングされて通過した周波数（ω－ω１）の信号と周
波数（ω２－ω）の信号とを各々第２局部発振周波数ω／Ｎにより第２中間周波数変換す
る（第５５段階）。Ｎの値を適切に選択してω／Ｎが（ω－ω１）及び（ω２－ω）と実
質的に同じ値、すなわち（ω２－ω１）／２になるようにする。
【００５９】
　第５５段階において、第２中間周波数変換された信号をフィルターリングして周波数（
（ω１＋ω２）／２Ｎ＋（ω２－ω１）／２）である信号及び周波数（（ω１＋ω２）／
２Ｎ＋（ω２－ω１）／２）である信号は除去し、低周波数領域の基底帯域信号を出力す

10

20

30

40

50

(9) JP 3979989 B2 2007.9.19



る（第５７段階）。フィルターリングされたそれぞれの基底帯域信号はＡ／Ｄ変換器によ
りデジタル信号に変換された後、基底帯域信号処理装置に入力される。
【００６０】
　これまで本発明についてその望ましい実施例を中心に説明した。本発明が属する技術分
野で当業者ならば本発明が本発明の本質的な特性から外れない範囲で変形された形に具現
できるということを理解できるであろう。したがって、本発明の範囲は前述した説明に限
定されず、特許請求の範囲により決定される。
【産業上の利用可能性】
【００６１】
　本発明は搬送波信号から基底帯域信号を検出する無線信号処理に提供しうる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明に係る無線信号の並列処理装置を説明するためのブロック図である。
【図２】本発明に係る無線信号の並列処理装置の他の実施例を説明するためのブロック図
である。
【図３Ａ】本発明に係る無線信号の並列処理装置の動作を説明するための周波数スペクト
ルを示す図面である。
【図３Ｂ】本発明に係る無線信号の並列処理装置の動作を説明するための周波数スペクト
ルを示す図面である。
【図３Ｃ】本発明に係る無線信号の並列処理装置の動作を説明するための周波数スペクト
ルを示す図面である。
【図３Ｄ】本発明に係る無線信号の並列処理装置の動作を説明するための周波数スペクト
ルを示す図面である。
【図４】本発明に係る無線信号の並列処理方法を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
【００６３】
　１１　　第１アンテナ
　１２　　第１先行選択フィルター
　１３　　第１低雑音増幅器
　１４　　第１虚像除去フィルター
　１５　　第２アンテナ
　１６　　第２先行選択フィルター
　１７　　第２低雑音増幅器
　１８　　第２虚像除去フィルター
 ２０　　無線信号の並列処理装置
　２１　　第１周波数混合器
　２２　　第２周波数混合器
　２３　　局部発振器
　２４　　第１チャンネル選択フィルター
　２５　　第２チャンネル選択フィルター
　２６　　周波数分配器
　２７　　第３周波数混合器
　２８　　第４周波数混合器
　３１　　第３チャンネル選択フィルター
　３３　　第４チャンネル選択フィルター

10

20

30

40

(10) JP 3979989 B2 2007.9.19



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

(11) JP 3979989 B2 2007.9.19



【 図 ３ Ｃ 】 【 図 ３ Ｄ 】

【 図 ４ 】
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